


　
改
選
に
よ
り
、
議
員
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
５
つ
の
会
派
か
ら
届

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
い
ず
れ
の
会
派
に
も
属
さ
な
い
議
員
は
１
名
と
い
う
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
】

近
藤
　
眞
一
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私
た
ち
は
４
月
26
日
に
投
開
票
の
「
伊
達

市
議
会
議
員
選
挙
」
に
お
き
ま
し
て
、
市
民

の
負
託
を
受
け
、
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
選
挙
期
間
中
、
気
候
変
動
に
よ
る
大
災
害

の
頻
発
化
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
安
全
の
確
保
と
、
危
機
管
理
体
制
の

充
実
と
強
化
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
の
一

層
の
充
実
、
若
者
の
働
く
場
所
の
確
保
と
移

住
・
定
住
の
促
進
、
高
齢
化
対
策
や
福
祉
事

業
の
充
実
、
中
山
間
地
に
暮
ら
す
方
々
向
け

の
施
策
、
そ
し
て
、
道
路
や
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
等
の
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち

議
会
は
、
そ
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
い
た
し
ま
し

た
。

　
伊
達
市
は
合
併
し
て
20
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。し
か
し
こ
の
間
、

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
、
東
京
電
力
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、

令
和
元
年
に
は
東
日
本
台
風
災
害
、
加
え
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
、
続

け
て
二
度
の
地
震
被
害
が
続
く
な
ど
、
ま
さ

に
自
然
災
害
と
感
染
症
と
の
戦
い
で
し
た
。

　
そ
し
て
今
も
な
お
、
心
の
傷
は
癒
さ
れ
て

お
ら
ず
、
災
害
か
ら
の
復
旧
、
復
興
は
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
は

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な

ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
今
年
の
秋
に
は
長
年
の
念
願

だ
っ
た
大
型
商
業
施
設
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊

達
の
開
業
に
よ
り
、
産
業
の
振
興
や
交
流
人

口
の
増
加
等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、

　
議
長
及
び
副
議
長
選
挙
は
、
候
補
者
の
意
思
を
明
確
に
表
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
各
議
員
が
表
明
内
容
を
聞
き
、
そ
の
上
で
投
票
し
た
い
と
の
意
向
か
ら
、
４
年
前
と
同
じ
く
候
補
者
の
意
思
表

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
長
選
挙
に
は
佐
藤
実
議
員
、
副
議
長
選
挙
に
は
中
村
正
明
議
員
が
立
候
補
し
、
演
壇
に
立
ち

支
持
を
訴
え
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
本
会
議
中
の
議
長
選
挙
、
副
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
立
候
補
や
決
意
表
明
が
で
き
な
い
た
め
、

休
憩
し
、
議
場
に
お
い
て
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
２
選
挙
と
も
無
記
名
投
票
に

よ
る
選
挙
を
実
施
し
た
結
果
、
議
長
選
挙
で
は
佐
藤
実
議
員
、
副
議
長
選
挙
で
は
中
村
正
明
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
長
選
挙
結
果
（
有
効
投
票
21
票
、
無
効
票
１
票
）

　
　
佐
藤　
実
議
員
21
票

　
副
議
長
選
挙
結
果
（
有
効
投
票
21
票
、
無
効
票
１
票
）

　
　
中
村
正
明
議
員
21
票

　
決
意
表
明
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

会 派 名 簿（届け出順）
令和８年５月１日　

栁　
田　
武　
志

　
大　
竹　
重　
範

　
池　
田　
英　
世

　
近　
藤　
眞　
一

　
佐　
藤　
直　
毅

　
菊　
地　
邦　
夫

　
小　
野　
誠　
滋

　
菅　
野　
喜　
明

議
会
運
営
委
員
会

会
派
名

人
員

代 

表 

者

所
属
議
員

未
来
政
策
研
究
会

３
名

佐
藤　
眞
也

半
澤　
　
隆

大
竹　
重
範

フ
ォ
ー
ラ
ム
伊
達

・

創

志

会

３
名

安
藤　
喜
昭

佐
藤　
直
毅

小
嶋　
寛
己

藍

の

会

６
名

小
野　
誠
滋

中
村　
正
明

大
槻　
孝
德

栁
田　
武
志

原
田
建
一
郎

佐
久
間
茉
由
美

繭

の

会

２
名

菊
地　
邦
夫

八
巻
美
智
子

に

じ

い

ろ

７
名

菅
野　
喜
明

大
條　
一
郎

佐
藤　
　
実

池
田　
英
世

島　
　
明
美

河
野　
裕
之

渡
邊　
尚
人



■
福
島
地
方
水
道
用
水

　
　
　
供
給
企
業
団
議
会

　
　
佐　
藤　
　
　
実

　
　
菅　
野　
喜　
明

■
伊
達
地
方
衛
生
処
理

　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

　
　
渡　
邊　
尚　
人

　
　
河　
野　
裕　
之

　
　
佐　
藤　
眞　
也

　
　
大　
槻　
孝　
德

　
　
佐　
藤　
直　
毅

■
伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

　
　
原　
田　
建
一
郎

　
　
島　
　
　
明　
美

　
　
池　
田　
英　
世

　
　
菊　
地　
邦　
夫

　
　
小　
野　
誠　
滋

　
　
大　
條　
一　
郎

　
　
安　
藤　
喜　
昭

■
公
立
藤
田
病
院
組
合
議
会

　
　
八　
巻　
美
智
子

　
　
栁　
田　
武　
志

　
　
菅　
野　
喜　
明
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新
工
業
団
地
の
完
成
や
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
分
譲
に
よ
り
、
移
住
、
定
住
が
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
大
き
く
飛
躍
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
機
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
と
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

伊
達
市
議
会
は
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
平
成
21
年
10
月
に
「
伊
達
市
議
会
基
本

条
例
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
議
会
改
革
の
取

り
組
み
と
し
て
、
令
和
元
年
に
は
効
率
的
で

迅
速
な
議
会
運
営
を
目
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
、
令
和
３
年
５
月
か
ら
は
、
常
任
委
員
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
通
年
議
会
」
の
運

用
を
開
始
、
令
和
５
年
５
月
か
ら
は
委
員
会

に
お
い
て
所
管
事
務
調
査
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
同
年
９
月
に
は
災
害
対
応
や
感

染
症
の
流
行
時
に
お
い
て
も
、
市
民
参
画
や

議
員
間
の
議
論
や
合
意
形
成
な
ど
、
議
会
機

能
維
持
と
回
復
を
図
る
た
め
の
役
割
を
定
め

た
「
伊
達
市
議
会
業
務
継
続
計
画
（
議
会
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）」
を
策
定
し
、
そ
の
後
、
議
会
防
災

訓
練
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
接
続
テ
ス
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
議
会
改
革
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
創
造

研
究
所
に
よ
る
「
地
域
経
営
に
お
け
る
議
会

改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査
２
０
２
４　
総
合

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国
44
位
、
初
の
県
内
１

位
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
評
価
の
中
で
、
分

野
別
に
主
権
者
の
参
画
が
低
い
こ
と
か
ら
、

昨
年
11
月
に
は
伊
達
高
校
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
、そ
の
後
、高
校
生
の
声
を
ま
と
め
、

議
長
か
ら
市
長
へ
と
要
望
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
先
の
３
月
定
例
会
議
で
は
、

改
選
後
の
議
会
か
ら
「
議
会
広
聴
広
報
委
員

会
」
を
常
任
委
員
会
と
し
て
設
置
す
る
こ
と

が
決
定
、本
日
、委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
、

い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
伊
達
市
議
会
は
議
会
改
革
に

議
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
、
こ
の
動
き
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。　

　

そ
こ
で
真
っ
先
に
取
り
組
み
た
い
の
が
、

議
員
定
数
の
削
減
と
、
若
い
世
代
が
議
員
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
す
。

今
回
の
市
議
選
の
投
票
率
は
48
・
66
％
で
前

回
を
５
・
27
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
過
去
最
低

を
更
新
し
ま
し
た
。
議
員
の
な
り
手
不
足
が

地
方
議
会
で
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
活
性

化
の
た
め
の
議
論
を
深
め
て
い
く
覚
悟
で

す
。

　
本
日
、
副
議
長
の
職
に
立
候
補
す
る
に
あ

た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
、
私
は
多
く
の
人
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
歩
ん

で
参
り
ま
し
た
。
26
年
の
歩
み
の
中
で
、
特

に
感
じ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
議
会
が
果
た

す
べ
き
役
割
の
重
さ
、
そ
れ
と
、
議
員
１
人

ひ
と
り
の
対
話
と
協
調
の
重
要
性
で
あ
り
ま

す
。
市
民
と
の
対
話
、
議
員
同
士
の
対
話
、

そ
し
て
行
政
と
の
対
話
、
そ
の
積
み
重
ね
こ

　
執
行
機
関
で
あ
る
「
市
」
と
議
決
機
関
で

あ
る
「
議
会
」
は
車
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
ま

す
が
、
執
行
部
を
監
視
す
る
役
割
を
持
つ
議

会
だ
か
ら
こ
そ
議
会
に
示
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
民
目
線
の
代
表
機
関
と
し
て
、

慎
重
に
議
論
を
重
ね
、
市
民
に
代
わ
っ
て
政

策
提
案
す
る
機
能
、
役
割
を
果
た
し
て
い
く

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。　

　
こ
の
議
会
の
あ
り
方
を
前
に
進
め
て
い
く
た

め
に
も
、
議
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
た

く
存
じ
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、決
意
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
が
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な

り
え
る
も
の
と
。

　
お
互
い
が
敬
意
を
払
い
、
お
互
い
を
尊
重

し
、
議
会
に
お
け
る
「
対
話
」、
新
た
な
気

づ
き
や
熱
意
、
意
識
、
行
動
の
変
化
を
生
み

出
す
創
造
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら

に
深
め
、
市
民
、
社
会
の
要
請
に
い
ち
早
く

応
え
る
組
織
で
あ
り
た
い
と
。

　

議
長
を
補
佐
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

改
め
て
『
議
会
は
市
民
と
共
に
』、
こ
の
こ

と
を
胸
に
刻
み
、私
た
ち
の
伊
達
市
の
今
を
、

そ
し
て
未
来
を
、
活
力
と
希
望
に
満
ち
た
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
と

共
に
力
を
合
わ
せ
、
そ
の
可
能
性
を
追
求
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

そ
の
責
務
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
ど
う
か
、
ご
理
解
と
ご
支
持
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

立
候
補
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
５
月
か
ら
、

条
例
等
の
改
正
に
よ
り
新

た
に
常
任
委
員
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
広
聴
・
広
報
機
能
を
拡

充
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
（
令
和
８
年
５
月
11
日
）

　
委　
員　
渡
邊　
尚
人

　
委　
員　
河
野　
裕
之

　
委　
員　
島　
　
明
美

　
委　
員　
近
藤　
眞
一

　
委　
員　
佐
藤　
直
毅

　
委　
員　
菅
野　
喜
明

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会
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議員提出議案３件
発議第１号 伊達市議会基本条例の一部を改正する条例について 原案可決​

発議第２号 伊達市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決​

発議第３号 伊達市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決​
委員会提出議案１件

発委第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見
書の提出について 原案可決​

2026年５月28日発行　伊達市議会だよりvol.82　 ６

【議案 47件　人事４件　条例制定３件　条例の一部改正９件　条例廃止６件　補正予算４件
 当初予算 18件　その他３件】
【議員提出議案３件】【委員会提出議案１件】【請願１件】【陳情１件】　（請願・陳情は 18ページに記載。）

第
２
回
定
例
会
議（
３
月
）賛
否
一
覧
表

議
決
結
果

賛
成
・
反
対

無会派 未来政策研究会 創志会 伊達市民クラブ 春の風 フォーラム伊達・公明 共産 　
　
　
　
等

　
　
　
　
案

　
　
　
　
議

名
名　
　

派
員　
　

会
議　
　

渡
邊
尚
人

大
竹
重
範

佐
藤
眞
也

半
澤　
隆

佐
藤
栄
治

安
藤
喜
昭

栁
田
武
志

大
槻
孝
德

菊
地
邦
夫

小
野
誠
滋

島　
明
美

河
野
裕
之

中
村
正
明

佐
藤　
実

小
嶋
寛
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池
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原
案
否
決

賛
成
１
：
反
対
16

〇●●●欠●●●●●●●●●●●●●欠

賛
成
＝
○
、反
対
＝
●
、欠
席
＝
欠

伊
達
市
敬
老
祝
金
及
び
百
歳

賀
寿
祝
金
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
12
号

※
議
長
（
菅
野
喜
明
）
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

※
会
派
名
の
省
略　
共
産⇒

日
本
共
産
党
伊
達
市
議
団

第 2回定例会議（３月）審議議案と審議結果
会議期間20日間　３月５日～３月25日

議案番号 件名 議決結果 議案番号 件名 議決結果

議案第４号 伊達市監査委員の選任につき議会の同意を求めるこ
とについて 原案同意 議案第30号 令和８年度伊達市国民健康保険特別会計予算 原案可決​

議案第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求め
ることについて 原案同意 議案第31号 令和８年度伊達市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決​

議案第６号 伊達市教育委員会委員の任命につき議会の同意を求
めることについて 原案同意 議案第32号 令和８年度伊達市介護保険特別会計予算 原案可決​

議案第７号 伊達市犯罪被害者等支援条例の制定について 原案可決​ 議案第33号 令和８年度伊達市工業団地特別会計予算 原案可決​

議案第８号 伊達市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例の制定について 原案可決​ 議案第34号 令和８年度伊達市梁川財産区特別会計予算 原案可決​

議案第９号 伊達市特定乳児等通園支援事業の利用料に関する条
例の制定について 原案可決​ 議案第35号 令和８年度伊達市白根財産区特別会計予算 原案可決​

議案第10号 伊達市行政手続条例の一部を改正する条例について 原案可決​ 議案第36号 令和８年度伊達市山舟生財産区特別会計予算 原案可決​

議案第11号 伊達市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決​ 議案第37号 令和８年度伊達市富野財産区特別会計予算 原案可決​

議案第12号 伊達市敬老祝金及び百歳賀寿祝金支給条例の一部を
改正する条例について 原案否決​ 議案第38号 令和８年度伊達市五十沢財産区特別会計予算 原案可決​

議案第13号 伊達市道路占用料条例の一部を改正する条例につい
て 原案可決​ 議案第39号 令和８年度伊達市富成財産区特別会計予算 原案可決​

議案第14号 伊達市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決​ 議案第40号 令和８年度伊達市柱沢財産区特別会計予算 原案可決​

議案第15号
伊達市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例につい
て

原案可決​ 議案第41号 令和８年度伊達市上保原財産区特別会計予算 原案可決​

議案第16号
伊達市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

原案可決​ 議案第42号 令和８年度伊達市金原田財産区特別会計予算 原案可決​

議案第17号 伊達市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決​ 議案第43号 令和８年度伊達市掛田財産区特別会計予算 原案可決​

議案第18号 伊達市ひとり親等家庭医療費の助成に関する条例の
一部を改正する条例について 原案可決​ 議案第44号 令和８年度伊達市大石財産区特別会計予算 原案可決​

議案第19号 伊達市ケーブルテレビ設備機器整備基金条例を廃止
する条例について 原案可決​ 議案第45号 令和８年度伊達市水道事業会計予算 原案可決​

議案第20号 伊達市新市建設計画審議会設置条例を廃止する条例
について 原案可決​ 議案第46号 令和８年度伊達市下水道事業会計予算 原案可決​

議案第21号
東日本大震災による災害被害者に対する市民税、固
定資産税及び国民健康保険税の減免に関する条例を
廃止する条例について

原案可決​ 議案第47号 権利の放棄について 原案可決​

議案第22号
東日本大震災の災害被害者に対する平成24年度に
おける国民健康保険税の減免に関する条例を廃止す
る条例について

原案可決​ 議案第48号 伊達市過疎地域持続的発展計画について 原案可決​

議案第23号
令和元年台風第19号による災害被害者に対する国
民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例を
廃止する条例について

原案可決​ 議案第49号 伊達市道路線の認定、廃止及び変更について 原案可決​

議案第24号
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少
した被保険者等に対する介護保険料の減免に関する
条例を廃止する条例について

原案可決​ 議案第50号 伊達市副市長の選任につき議会の同意を求めること
について 原案同意​

議案第25号 令和７年度伊達市一般会計補正予算（第11号） 原案可決​

議案第26号 令和７年度伊達市国民健康保険特別会計補正予算
（第５号） 原案可決​

議案第27号 令和７年度伊達市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第４号） 原案可決​

議案第28号 令和７年度伊達市介護保険特別会計補正予算（第４
号） 原案可決​

議案第29号 令和８年度伊達市一般会計予算 原案可決​​

※原案否決の議案第 12号以外は、全て全会一致で可決されました。
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Ｍ
Ｄ
Ｄ
ホ
ー
ル
を
は

　
　
　
じ
め
、
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
、
男
性
用
ト
イ

レ
を
女
性
用
ト
イ
レ
に
改
修
し

て
で
も
、
女
性
用
ト
イ
レ
を
増

設
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
公
共
施
設
等
の
ト
イ

　
　
　
レ
に
関
し
て
は
、
関
係

法
令
、基
準
に
基
づ
き
ま
し
て
、

施
設
の
用
途
や
規
模
に
応
じ

て
、
ト
イ
レ
配
置
や
便
器
の
数

な
ど
を
計
画
し
、
設
置
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
令
に

お
き
ま
し
て
は
、
最
低
限
の
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

Ｍ
Ｄ
Ｄ
ホ
ー
ル
な
ど
の
集
会
施

設
が
大
規
模
の
催
し
や
イ
ベ
ン

ト
等
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
休
憩
時
間
や
イ
ベ
ン

ト
の
終
了
時
な
ど
の
実
際
の
利

用
ピ
ー
ク
が
反
映
さ
れ
ず
、
ト

イ
レ
の
数
が
足
り
な
く
な
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女

性
に
関
し
ま
し
て
は
、
個
室
利
用
の

み
の
た
め
、
一
般
的
に
、
男
性
よ
り

も
１
人
当
た
り
の
利
用
時
間
が
長
く

な
り
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
ほ
う
が
混

雑
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
を
改
修
す

る
際
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
実
態

や
施
設
へ
の
要
望
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
増
設
を
含
め

た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
ト※

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

　
　
　
ト
イ
レ
利
用
に
つ
い
て
、
伊

達
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

　
　
　

ト
イ
レ
利
用
に
つ
い
て
は
、

性
自
認
に
沿
っ
た
ト
イ
レ
を
使
い
た

く
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
我
慢
し
て
い
る
人
も
多
く
、
性
自

認
に
基
づ
く
ト
イ
レ
使
用
を
求
め
る

声
が
あ
る
一
方
で
、
安
全
性
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
懸
念
す
る
声
が
混
在
す

る
な
ど
、
課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
多
様

な
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
第
３
次
伊
達
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
基
本
計
画
に
も
掲
げ
て
お

り
ま
す
、
多
様
な
性
を
尊
重
す
る
意

識
の
醸
成
実
現
の
た
め
、
啓
発
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

栁田　武志

 ■トイレの問題について問う 　　

※トランスジェンダー：性同一性や性表現が、出生時に割り当てられた性別と一致しない人を指す包括的な用語です。
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本
市
の
旧
三
町
が
過

　
　
　
疎
地
域
指
定
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
過
疎
法
の
内

容
と
、
要
件
事
項
と
そ
の
数
値

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
過
疎
法
と
は
、
人
口

　
　
　
の
著
し
い
減
少
に
伴
っ

て
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
が

低
下
し
、
生
産
機
能
及
び
生
活

環
境
の
整
備
等
が
他
の
地
域
に

比
較
し
て
低
位
に
あ
る
地
域
に

つ
い
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
定
め
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

人
口
減
少
要
件
は
、
梁
川
地
域

は
、
昭
和
55
年
か
ら
令
和
２
年

の
40
年
間
の
人
口
減
少
率
が

32
・
２
％
、
霊
山
地
域
は
同
じ

く
43
・
７
％
、
月
舘
地
域
は
同

じ
く
46
・
８
％
で
あ
り
、
30
％

以
上
減
少
と
す
る
基
準
に
該

当
、
財
政
力
要
件
は
、
伊
達
市

の
平
成
30
年
か
ら
令
和
２
年
の

３
か
年
平
均
の
財
政
力
指
数
が

０
．
４
で
あ
り
、
０
・
51
以
下
と
す

る
基
準
に
該
当
し
ま
す
。

　
　
　
　
本
市
の
旧
三
町
が
過
疎
地

　
　
　
域
指
定
を
受
け
て
の
主
な
メ

リ
ッ
ト
、
支
援
措
置
に
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用

　
　
　
い
た
し
ま
し
た
。

　
過
疎
対
策
事
業
債
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、充
当
率
が
１
０
０
％
で
あ
り
、

そ
の
元
利
償
還
金
の
70
％
が
普
通
交

付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
参
入
さ

れ
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
は
、
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
支
援
交
付
金
の
国

庫
補
助
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
支
援
措
置
の
中
に
、
過
疎

　
　
　
地
域
指
定
に
お
け
る
個
人
ま

た
は
法
人
は
、
固
定
資
産
の
課
税
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
課
税
免
除

実
績
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　
伊
達
市
過
疎
地
域
持
続
的

　
　
　
発
展
計
画
で
定
め
ら
れ
た
産

業
振
興
促
進
区
域
で
あ
る
梁
川
地

域
、霊
山
地
域
、月
舘
地
域
に
お
い
て
、

製
造
業
、
農
林
水
産
物
等
販
売
業
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
事
業
用
資

産
を
取
得
し
た
青
色
申
告
書
を
提
出

す
る
個
人
又
は
法
人
に
対
し
て
３
か

年
課
税
を
免
除
す
る
も
の
で
す
。
令

和
６
年
度
の
実
績
は
、
６
事
業
者
に

対
し
２
，
１
８
８
万
２
，
４
０
０
円

の
課
税
免
除
を
行
い
ま
し
た
。

佐藤　清壽

　
　
　
　
伊
達
市
ケ
ー
ブ
ル
テ

　
　
　
レ
ビ
の
廃
止
に
よ
り
財

政
的
負
担
軽
減
の
見
込
額
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

前
年
度
比
で
２
億

　
　
　
４
，
８
５
３
万
円
の
減

額
で
す
。
ア
ン
テ
ナ
設
備
臨
時

経
費
を
除
く
と
２
，
２
４
０
万

９
千
円
の
減
額
で
す
。

　
　
　
　
伊
達
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
廃
止
に
よ
る
財
政
負
担

軽
減
の
見
込
額
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
人
件
費
や
施
設
管
理

　
　
　
費
、
委
託
料
、
放
射
性

物
質
検
査
等
合
わ
せ
ま
し
て

６
，
１
７
０
万
円
で
す
。

　
　
　
　
市
の
小
中
学
校
プ
ー

　
　
　
ル
の
年
間
の
維
持
費
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

２
，
３
０
４
万
６
，

　
　
　
９
２
５
円
で
す
。

　
　
　
　
学
校
プ
ー
ル
を
廃
止

　
　
　
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
し
て
各
校
が
通
年
で
、
市

営
の
温
水
プ
ー
ル
を
使
い
経
費
削
減

等
比
較
検
討
に
対
す
る
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
児
童
生
徒
数
の
減
少
と
学

　
　
　
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
伴
い

比
較
検
討
の
上
、
令
和
８
年
度
よ
り

計
画
的
に
市
民
プ
ー
ル
利
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
営
住
宅
の
集
約
化
に
つ

　
　
　

い
て
市
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　
集
約
化
に
は
、
高
齢
者
世

　
　
　
帯
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子

育
て
世
帯
等
、
入
居
者
の
実
情
や
生

活
環
境
に
配
慮
し
、
不
安
や
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
入
居

者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
慎
重
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
財
政
再
建
の
た
め
に
箱
物

　
　
　
を
削
る
と
本
当
に
嫌
わ
れ
ま

す
。
一
番
の
責
任
者
は
市
長
で
す
。

ど
ん
な
思
い
で
財
政
再
建
に
取
り
組

む
か
市
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

　
　
　
　
策
定
予
定
の
伊
達
市
公
共

　
　
　
建
築
物
適
正
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
、
公
共
建
築
物
の
適
正
化

を
進
め
、
効
率
的
な
施
設
の
維
持
保

全
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
確
保

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
覚
悟
を
持
っ

て
進
め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

池田　英世

 ■過疎地域の現状の考えを問う 　　

 ■公有財産の適正化を問う 　　
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イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達

　
　
　
の
開
業
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
新
規
財
源
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
試
算
と
な
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達

　
　
　
の
開
業
を
含
む
市
全
体

の
税
収
の
見
込
み
と
し
て
、
固

定
資
産
税
は
地
目
変
更
や
店
舗

の
完
成
、
市
内
各
所
の
分
譲
住

宅
地
へ
の
住
宅
新
築
、
小
規
模

開
発
に
よ
る
宅
地
へ
の
地
目
変

更
な
ど
に
よ
り
約
３
億
円
～
３

億
５
，
０
０
０
万
円
程
度
、
法

人
市
民
税
は
保
原
工
業
団
地
の

企
業
の
本
格
操
業
や
イ
オ
ン

モ
ー
ル
伊
達
の
開
業
に
伴
い
、

約
６
，
５
０
０
万
円
程
度
の
増

収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
新
た
な
税
収
分
に
つ

　
　
　
い
て
は
一
般
財
源
化
す

る
こ
と
な
く
次
世
代
の
育
成
を

目
的
と
し
て
子
育
て
と
教
育
分

野
に
特
化
し
た
新
た
な
基
金
に

制
度
化
し
、
将
来
世
代
の
永
続

的
な
安
心
を
確
立
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
増
え
た
税
収
の
75
％
が
国

　
　
　
の
普
通
交
付
税
で
減
額
さ
れ

る
た
め
歳
入
全
体
で
大
き
な
変
化
は

な
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
歳
入

の
増
加
分
に
つ
い
て
は
現
在
の
厳
し

い
財
政
状
況
を
鑑
み
て
、
伊
達
市
の

未
来
創
造
に
向
け
た
重
点
事
業
を
展

開
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
優
先

的
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
基
金
化
に
つ
い
て
は
現

行
の
子
育
て
と
教
育
分
野
に
関
す
る

基
金
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
　
　
　
従
前
の
企
業
誘
致
は
若
者

　
　
　
の
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
と
離
れ

て
お
り
、
改
善
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
若
者
還
流
の
た
め
の
雇
用
創
出

に
つ
い
て
は
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針

で
進
め
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
本
社
機
能
の
移
転
や
最
先

　
　
　
端
技
術
を
有
す
る
企
業
等
の

立
地
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
は
、
若
者
に
選
ば
れ
る
企

業
の
誘
致
を
目
指
し
、
国
が
進
め
る

半
導
体
関
連
企
業
や
宇
宙
産
業
な

ど
、
地
域
の
若
者
の
定
着
に
寄
与
す

る
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

河野　裕之

　
　
　
　
伊
達
市
の
過
去
５
年

　
　
　
間
の
財
政
力
指
数
・
経

常
収
支
比
率
・
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
い
く
ら
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
財
政
力
指
数
は
、
令

　
　
　
和
２
年
度
か
ら
５
年
度

ま
で
０
・
40
、
６
年
度
０
・
41

で
、
経
常
収
支
比
率
は
、
令
和

２
年
度
96
・
２
％
、
３
年
度

94
・
４
％
、
４
年
度
96
％
、
５

年
度
96
・
４
％
、
６
年
度
97
・

５
％
で
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
97
・
５
か
ら
98
・
３
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
伊
達
市
の
財
政
は
財

　
　
　
政
力
が
弱
く
、
国
の
補

助
金
な
し
で
は
や
っ
て
い
け
な

い
た
め
、
新
規
事
業
は
で
き
な

い
が
具
体
的
解
決
策
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
伊
達
市
は
人
件
費
や

　
　
　
公
債
費
な
ど
の
固
定
的

に
必
要
と
す
る
経
費
は
自
主
財

源
で
賄
え
ず
、
自
由
に
使
え
る

財
源
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い

状
況
で
す
。

　
　
　
　
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告

　
　
　
に
法
的
拘
束
力
は
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ

　
　
　
ん
。
各
地
方
公
共
団
体
は
県

の
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま
え
て

適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
伊
達

　
　
　
市
と
同
じ
よ
う
な
財
政
力
の

喜
多
方
市
や
須
賀
川
市
が
人
事
委
員

会
勧
告
を
凍
結
し
た
だ
け
で
な
く
、

今
年
度
予
算
に
給
与
改
定
分
を
計
上

し
な
い
が
、
伊
達
市
は
人
事
委
員
会

勧
告
を
今
後
と
も
行
っ
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
人
事
委
員
会
勧
告
は
、
地

　
　
　
方
公
務
員
の
労
働
基
本
権
の

制
約
の
代
償
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ

て
お
り
、
行
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
喜
多
方
市
や
須
賀
川
市
に

　
　
　
お
い
て
は
、
財
政
力
が
弱
い

こ
と
か
ら
人
事
委
員
会
勧
告
を
凍
結

し
た
だ
け
で
な
く
、
市
長
は
じ
め
特

別
職
の
給
与
等
も
カ
ッ
ト
し
て
、
固

定
費
で
一
般
管
理
費
を
削
減
し
て
い

ま
す
。伊
達
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
特
別
職
の
給
与
額
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
職
務
と
責
任
の
度
合

い
及
び
社
会
的
地
位
、
一
般
職
員
の

給
与
改
定
の
状
況
、
他
の
地
方
公
共

団
体
の
特
別
職
と
の
均
衡
を
考
慮
し

な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ

て
適
時
適
切
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐藤　栄治

 ■イオンモール進出に伴う新規財源の運用を問う 　

 ■伊達市特別職職員の給与削減について 　　

■
若
者
還
流
の
考
え
を
問
う
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伊
達
市
長
選
挙
で
３

　
　
　
期
目
の
当
選
、
須
田
市

政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
子
育
て
支
援
や
教
育

　
　
　
の
充
実
、
そ
し
て
商
業

施
設
や
企
業
の
誘
致
、
ま
た
住

宅
団
地
の
造
成
な
ど
、
若
者
が

定
着
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
便
利
で

人
に
優
し
く
豊
か
な
ま
ち
を
創

造
し
て
い
き
ま
す
。
生
活
す
る

人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
な
施
策
を
進
め
、
未
来
が
明

る
い
伊
達
市
を
創
造
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
便
利
な
ま
ち
の
観
点

　
　
　
か
ら
、
生
活
環
境
の
改

善
に
つ
い
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
運
行
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
伊
達
市
商
工
会
と
保

　
　
　
原
町
商
工
会
の
２
つ
の

事
業
主
体
で
、
地
域
内
の
移
動

を
支
え
る
地
域
内
交
通
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
約
窓
口
の
一

本
化
に
向
け
た
協
議
を
開
始
し
、
地

域
内
交
通
の
維
持
改
善
を
目
指
し
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
開
業

　
　
　

に
伴
う
交
通
網
の
整
備
と
、

既
存
の
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
と
阿
武
隈

　
　
　
急
行
線
を
路
線
バ
ス
で
つ
な

ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
沿
線
に
立
地
す

る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
や
病
院
、
伊
達
市

役
所
な
ど
の
主
要
施
設
を
結
ぶ
（
仮

称
）
鉄
道
ア
ク
セ
ス
線
の
新
規
運
行

を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
現
在
調
整

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

中
山
間
地
の
環
境
保
全
、

　
　
　
生
活
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
農※

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
行
政

　
　
　
や
地
域
団
体
と
連
携
し
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
最
後
に
３
期
目
の
意
気
込

　
　
　
み
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
で
、
若
い
人
た
ち
に
伊
達
市

の
未
来
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し

た
。
伊
達
市
の
未
来
の
創
造
に
は
、

や
は
り
若
者
の
定
着
が
一
番
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。
伊
達
市
が
そ
の
居
住

の
選
択
肢
に
な
る
よ
う
、
地
域
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
上
げ
た
上
で
、
そ
の

す
ば
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐藤　実

　
　
　
　
毎
年
の
よ
う
に
医
療

　
　
　
機
関
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
医
療
機
関
の
数
の

推
移
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

令
和
元
年
度
37
軒
、

　
　
　
令
和
２
、３
年
度
36
軒
、

令
和
４
、
５
年
度
33
軒
、
令
和

６
年
度
31
軒
、
令
和
７
年
度
30

軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
令
和
７
年
度
ま
ち
づ

　
　
　
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、「
医
療
体
制
」
を
重
視
し
て

い
る
割
合
は
約
８
割
で
あ
っ
た
こ

と
に
対
し
、
満
足
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
と
の
回
答
割
合
が
約

６
割
で
し
た
。
地
域
医
療
に
対

す
る
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

　
　
　
は
、
地
域
医
療
に
対
す

る
市
民
の
強
い
期
待
と
不
安
の

表
れ
で
あ
る
と
強
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
医
師
会
等

の
関
係
機
関
と
連
携
を
よ
り
強

化
し
、
医
療
機
関
へ
の
支
援
を

継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新

た
な
医
療
体
制
の
検
討
や
健
康
づ
く
り

事
業
等
の
予
防
的
取
組
の
推
進
な
ど
、

健
康
で
長
生
き
で
き
る
伊
達
市
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
保
原
町
高
子
地
区
が
、
福

　
　
　

島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
ス

マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）

開
発
の
候
補
地
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
伊
達
市
に
誘

致
で
き
る
よ
う
進
め
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
Ｓ
Ｓ
Ｐ
開
発
の
相
談
を
受

　
　
　
け
、
市
と
し
て
協
力
で
き
る

こ
と
を
ク
ラ
ブ
側
に
伝
え
て
お
り
、
ク

ラ
ブ
側
で
開
発
候
補
地
の
選
定
を
現

在
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｓ
Ｐ
開
発
は
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

た
め
、
市
と
し
て
誘
致
に
向
け
た
協

力
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ■医療機関の閉院に歯止めを！ 　　

渡邊　尚人

 ■便利で人に優しく豊かなまち 　　

■
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ

■
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
に

※農村RMO：農村型地域運営組織を指すもので、複数の集落の機能を補完して、農地保全活動や農業を核とした経済活動
　　　　　　 と併せて生活支援等の地域コミュニティに資する取組を行う組織で、地域運営組織の一形態。
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須
田
市
政
３
期
目
に

　
　
　
挑
む
各
分
野
に
お
け
る

重
点
施
策
、
事
業
内
容
等
に
つ

い
て
伺
う
と
と
も
に
、
併
せ
て

伊
達
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
思
い
や
信
念
、
決
意
を
伺
い

ま
す
。
市
長
が
掲
げ
て
い
る
大

き
な
柱
の
一
つ
に
、
農
林
業
の

振
興
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
や

な
が
わ
希
望
の
森
公
園
の
再
整

備
基
本
計
画
、
基
本
設
計
が
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市

民
か
ら
愛
さ
れ
、
市
内
周
遊
に

も
つ
な
が
る
観
光
拠
点
で
あ

り
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る

重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
再
生
が
進
め
ら
れ
て
い
く

の
か
、
市
民
の
間
で
は
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
も
届
い
て
い
ま

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
や
な

が
わ
希
望
の
森
公
園
を
い
か
に

大
切
に
思
っ
て
い
る
の
か
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
今
後
、
市
が
進
め
る
再
整

備
の
実
施
に
向
け
て
は
、
市
民
の
ア

イ
デ
ア
、意
見
を
十
分
斟し

ん
し
ゃ
く酌さ
れ
て
、

こ
れ
か
ら
も
人
々
に
愛
さ
れ
、
訪
れ

る
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
施
設
と
し

て
活
用
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
の
で
、
市
当
局
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
や
な
が
わ
希
望
の
森
公
園

　
　
　
は
、
市
内
の
観
光
周
遊
拠
点

と
し
て
非
常
に
重
要
な
位
置
づ
け
で

す
。
現
在
、
老
朽
化
等
し
て
い
ま
す

の
で
改
修
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
、
ま
た

は
そ
の
中
で
見
直
し
を
し
て
い
く
必

要
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
い
ま
議
員

か
ら
あ
り
ま
し
た
、
Ｓ
Ｌ
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
は
非
常
に
参
考
に
な
る

す
ば
ら
し
い
内
容
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
施
設

で
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
多
く
の
み

な
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
や
な
が
わ
希
望
の
森
公
園

に
し
か
な
い
特
徴
あ
る
施
設
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
し
っ
か

り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

中村　正明

　
　
　
　
市
長
は
、
各
種
事
業

　
　
　
を
進
め
た
成
果
と
し
て

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
３
年

の
年
少
人
口
（
０
歳
～
14
歳
）

は
４
０
２
人
の
転
入
超
過
と
な

り
、
県
内
で
も
最
も
転
入
超
過

の
多
い
自
冶
体
に
な
っ
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
５
町

毎
の
内
訳
と
、
そ
の
具
体
的
な

要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
伊
達
地
域
は
１
８
７

　
　
　
人
、梁
川
地
域
は
74
人
、

保
原
地
域
は
１
４
０
人
、
霊
山

地
域
は
０
人
、
月
舘
地
域
は
７

人
で
、
合
計
４
０
８
人
で
す
。

要
因
と
し
て
は
、
ネ
ウ
ボ
ラ
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
子
育

て
支
援
策
や
工
業
団
地
等
の
働

く
場
の
確
保
、
新
た
な
住
宅
団

地
の
開
発
が
成
果
と
し
て
結
び

付
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
県
内
13
市
の
２
０
１

　
　
　
９
年
か
ら
２
０
２
３
年

の
年
少
人
口
の
転
入
・
転
出
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
年
少

人
口
が
転
入
超
過
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
両
親
・
家
族
も
増
加
し
た

と
理
解
し
ま
す
が
、
そ
の
分
析
は
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動

　
　
　
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
年
少

人
口
（
０
歳
～
14
歳
）
の
人
口
移
動

に
つ
い
て
５
年
間
累
計
で
転
入
超
過

と
な
っ
た
自
冶
体
は
、
県
内
13
市
の

内
、７
市
で
転
入
超
過
の
多
い
順
で
、

伊
達
市
４
０
２
人
、
福
島
市
２
５
５

人
、
本
宮
市
２
３
７
人
、
須
賀
川
市

２
２
０
人
、
郡
山
市
77
人
、
喜
多
方

市
31
人
、
二
本
松
市
３
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
伊
達
市
に
お
い
て
は
、
そ

の
両
親
の
30
歳
か
ら
44
歳
ま
で
の
各

年
代
に
お
い
て
も
転
入
超
過
に
な
っ

て
い
ま
す
。

半澤　隆

 ■始動！須田市政（３期目）

 ■伊達市の人口分析について
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中
山
間
地
域
等
、
条

　
　
　

件
不
利
地
域
の
農
業
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
中
山
間
地
域
の
農
業

　
　
　
に
お
い
て
は
傾
斜
地
が

多
く
農
地
の
拡
大
が
難
し
い
こ

と
や
大
型
機
械
で
の
作
業
が
困

難
で
あ
る
こ
と
、
更
に
草
刈
作

業
等
の
労
力
負
担
が
大
き
い
等

の
課
題
を
解
消
し
、
生
産
コ
ス

ト
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付

金
を
活
用
し
、
地
域
農
業
の
持

続
可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
防
災
、
減
災
対
策
に

　
　
　
つ
い
て
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
河
川
、
堤
防
、た
め
池
、

傾
斜
地
の
整
備
促
進
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
河
川
、
堤
防
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
定
期
的
な
点
検

に
よ
り
堆
積
土
砂
、
流
木
の
除

去
に
努
め
る
と
共
に
、
改
修
が

必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
国
及

び
県
と
連
携
し
、
安
全
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。急
傾
斜
地
に
つ
い
て
は
、

台
風
や
大
雨
時
に
お
け
る
巡
回
体
制

を
強
化
し
、
地
域
の
皆
様
と
連
携
し

た
警
戒
態
勢
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
機
能

診
断
の
結
果
、
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
池
は

11
カ
所
あ
り
、
現
在
対
応
策
を
県
と

連
携
し
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
消
防
団
員
の
報
酬
の
ア
ッ

　
　
　
プ
、
改
善
に
つ
い
て
検
討
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
伊
達
市
消
防
団
員
の
報
酬

　
　
　
等
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
伊

達
市
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条
例

に
お
い
て
年
額
報
酬
及
び
出
動
報
酬

を
定
め
て
お
り
、
今
後
、
報
酬
等
の

国
基
準
の
見
直
し
が
さ
れ
た
際
に

は
、
消
防
関
係
者
、
学
識
経
験
者
等

で
構
成
さ
れ
ま
す
伊
達
市
消
防
委
員

会
へ
諮
問
し
答
申
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
消
防
団
本
団
幹
部
会
議

の
中
で
も
検
討
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
自
治
会
の
事
務
局
体
制
の

　
　
　
確
立
に
向
け
、
市
の
再
任
用

職
員
を
交
流
館
に
配
置
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
各
地
域
自
治
組
織
が
拠
点

　
　
　
と
し
て
お
り
ま
す
地
区
交
流

館
に
つ
い
て
は
、令
和
８
年
度
よ
り
、

各
総
合
支
所
の
地
域
づ
く
り
担
当
職

員
と
集
落
支
援
員
が
定
期
的
に
巡
回

し
、
地
域
の
話
合
い
の
促
進
や
地
域

活
動
に
関
す
る
相
談
に
あ
た
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

大槻　孝徳

 ■中山間地域の振興を問う 　　

　
　
　
　
い
か
に
し
て
、
誰
も

　
　
　
が
納
得
の
で
き
る
予
算

編
成
・
予
算
執
行
を
行
っ
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
予
算
編
成
・
執
行
に

　
　
　
つ
い
て
、
現
在
は
基
金

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
、

大
幅
な
財
源
不
足
に
よ
り
、
今

後
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
本
市
の
将
来
を

左
右
す
る
人
口
減
少
問
題
を
最

重
要
課
題
と
し
て
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
果
的
効
率
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
未
来
あ
る
市
の

発
展
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
歳
入
に

見
合
っ
た
収
支
均
衡
型
の
財
政

構
造
へ
の
変
革
と
重
点
分
野
へ

の
優
先
的
配
分
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
市
民
に
正
確
か
つ

分
か
り
易
い
説
明
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
新
た
な
地
域
活
性
化
対
策

　
　
　
と
し
て
、
特
に
農
地
転
用
等

市
街
化
調
整
区
域
の
緩
和
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
線
引
き
都
市
計
画
に
つ
い

　
　
　
て
、
非
線
引
き
区
域
の
見
直

し
を
含
め
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
線
引
き
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
と
の
協
議
に
加
え
、
県

北
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
の
整
合
性
、
関
係
市
町
村
と
の
協

議
調
整
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

相
当
の
期
間
を
要
し
ま
す
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
空
き

家
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
等
様
々
な
課

題
が
あ
る
中
で
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
土
地
利
用
の
規
制
は
、
無

秩
序
な
開
発
を
防
止
し
、
自
然
環
境

と
農
地
の
保
全
と
い
う
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
規
制
緩
和
あ

り
き
で
な
く
、
保
全
と
活
用
と
の
両

立
を
基
本
と
し
、
農
地
の
保
全
と
地

域
活
性
化
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

関
係
者
と
十
分
な
合
意
形
成
を
前
提

と
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

大竹　重範

 ■予算編成執行の基本的なあり方を問う 　　

■
地
域
活
性
化
と
市
街
化
調
整
区

　
域
の
緩
和
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学
校
指
定
の
用
品
や

　
　
　

個
人
購
入
の
教
材
に

よ
っ
て
生
じ
る
、
学
校
間
で
最

大
２
万
６
千
円
も
の
差
が
あ
る

家
計
負
担
は
『
隠
れ
教
育
費
』

と
呼
ば
れ
ま
す
。
憲
法
は
義
務

教
育
の
無
償
を
定
め
て
い
ま
す

が
、
制
服
・
指
定
用
品
・
学
級

費
な
ど
保
護
者
負
担
は
多
額

で
、
文
部
科
学
省
の
調
査
で
も

公
立
小
学
校
約
６
万
６
千
円
、

中
学
校
約
13
万
２
千
円
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
内
６
中
学
校
の

指
定
用
品
費
に
は
２
万
６
千
円

以
上
の
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、

市
は
実
態
を
把
握
し
是
正
に
向

け
検
討
し
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　
指
定
用
品
は
各
校
の

　
　
　
伝
統
や
保
護
者
と
の
話

合
い
で
決
め
て
お
り
、
市
と
し

て
統
一
や
是
正
の
検
討
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
梁
川
中
学
校
で
は

令
和
８
年
度
入
学
生
か
ら
通
学
カ
バ

ン
が
自
由
選
択
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

印
刷
代
や
用
紙
代
は
学
校
配
当
予
算

か
ら
支
出
し
て
お
り
、
学
級
費
等
を

消
耗
品
費
に
充
て
る
こ
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
急
傾
斜
地
特
別
警
戒
区
域

　
　
　
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
道
路
の
隣
接
地
に
は
、

大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
コ

ン
テ
ナ
が
存
在
し
ま
す
。
唯
一
の
生

活
道
路
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
技
術

評
価
を
実
施
し
た
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
目
視
に
よ
る
確
認
は
行
っ

　
　
　
て
い
ま
す
が
、
専
門
的
な
技

術
評
価
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
不
安
が
解
消
さ
れ
な
い
ま

　
　
　
ま
、
最
も
近
く
に
住
む
住
民

が
改
善
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と

を
理
由
に
今
年
１
月
、
県
外
へ
転
出

し
ま
し
た
。
市
長
と
し
て
安
全
確
保

に
ど
う
責
任
を
持
つ
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
日
々
点
検
し
、
異
常
が
あ

　
　
　
れ
ば
速
や
か
に
対
応
す
る
こ

と
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
安

全
確
保
と
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
両

立
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

島　明美

　
　
　
　
２
０
４
０
年
の
当
市

　
　
　
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
人
口
と
高
齢
化
率
の

推
計
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
伊
達
市
地
域
包
括
ケ

　
　
　
ア
推
進
計
画
で
推
計
を

行
っ
て
お
り
、
２
０
４
０
年
の

本
市
の
総
人
口
は
４
万
１
千
６

６
５
人
と
な
り
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
１
万
８
千
８
９

４
人
、
高
齢
化
率
は
45
・
３
％

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
超
高
齢
化
社
会
に
突

　
　
　
入
し
て
い
く
中
、
認
知

症
患
者
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
で
、
行
政
・
医
療
・
介

護
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
、

医
療
と
介
護
の
連
携
体
制
の
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
認
知
症
の
予
防
、
早
期
発

見
、
診
断
に
つ
な
げ
る
具
体
策

と
し
て
、伊
達
地
方
在
宅
医
療・

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
と
町

内
会
や
地
域
組
織
等
と
の
連
携
や
推

進
を
強
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
専

門
の
外
部
人
材
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

の
登
用
が
効
果
的
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
認
知
症
の
予
防
、
早
期
発

　
　
　
見
、
診
断
へ
と
つ
な
い
で
い

く
た
め
に
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
一
体
と
な
る

こ
と
で
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
伊
達
市
に

お
い
て
も
、超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

医
療
、
介
護
は
非
常
に
重
要
な
位
置

を
占
め
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
安
心
し
て
介
護
や

医
療
を
受
け
ら
れ
る
、
そ
の
た
め
の

組
織
と
し
て
、
議
員
が
言
わ
れ
た
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。行
政
と
、

そ
し
て
医
師
会
と
、
あ
と
は
関
係
団

体
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
組

織
の
充
実
に
向
け
た
対
応
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
専
門

人
材
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
々
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
が
い
て
、

そ
し
て
そ
う
い
う
組
織
並
び
に
関
係

す
る
団
体
を
指
導
し
て
い
け
る
こ
と

が
一
番
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
こ
に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

近藤　眞一

 ■『隠れ教育費』保護者の負担軽減を 　　

 ■医療と介護の連携体制の仕組みづくりを 　　

■
生
活
道
路
の
安
全
確
保
を
問
う



　
　
　
　
焼
却
灰
の
１
か
月
あ

　
　
　
た
り
の
排
出
量
と
運
搬

す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

　
　
　

業
者
に
よ
り
ま
す
と
、

焼
却
灰
の
排
出
量
は
１
日
当
た

り
24
ｔ
か
ら
26
ｔ
、
１
か
月
当

た
り
排
出
量
は
、
約
７
０
０
ｔ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
焼
却
灰
は
サ
イ
ロ
か

　
　
　
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
野
積
み

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の

焼
却
灰
が
舞
い
上
が
っ
て
い
ま

す
。
当
局
の
認
識
と
対
応
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
者

　
　
　
に
よ
る
と
、
焼
却
灰
の

飛
散
防
止
と
し
て
、
防
塵
ネ
ッ

ト
や
シ
ー
ト
等
の
対
策
を
行

い
、
焼
却
灰
の
飛
散
は
な
い
と

い
う
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
施
設
周
辺
に
焼
却
灰
が
飛
散

し
て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
と

確
認
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
梁
川
幼
稚
園
と
梁
川
小
学

　
　
　
校
が
近
く
に
あ
り
ま
す
。
教

育
長
に
も
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
の
と
こ
ろ
幼
稚
園
や
小

　
　
　

学
校
か
ら
敷
地
内
の
ほ
う

に
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
飛
散
し
た

と
い
う
情
報
は
私
の
ほ
う
に
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
た
だ
い
ま
の
市
民

生
活
部
長
の
話
と
総
合
し
ま
す
と
、

こ
う
い
っ
た
リ
ス
ク
は
今
の
と
こ
ろ

は
少
な
い
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る

と
い
う
の
は
我
々
の
使
命
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
、
各
部
署
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
長
に
、
来
期
に
向
け
て

　
　
　
伊
達
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
伊
達
市
に
あ
る
資
源
、
伊

　
　
　
達
家
、そ
れ
か
ら
北
畠
顕
家
、

自
然
名
峰
霊
山
、
そ
し
て
伊
達
市
の

産
業
と
し
て
、
伊
達
市
を
こ
こ
ま
で

導
い
て
き
た
養
蚕
、
ま
た
１
０
０
年

の
歴
史
を
誇
る
あ
ん
ぽ
柿
、
こ
う
し

た
も
の
を
地
域
の
資
源
と
し
て
、
こ

れ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
市
民
が

伊
達
市
に
こ
れ
だ
け
の
す
ば
ら
し
い

地
域
資
源
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
市

民
協
働
で
誇
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
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佐藤　眞也

 ■梁川バイオマス発電、教育長に問う 　　

　各常任委員会では年度ごとに、所管する事務に関してテーマを掲げ調査研究
しています。令和７年度に各常任委員会（総務生活・文教福祉・産業建設）で行っ
た調査結果について、３月 25 日の本会議最終日に各委員長から報告があり全
会一致で承認されました。また、３月26日に市長へ対し報告書を提出しました。

委員会での所管事務調査果を市長に政策提言

■調査項目
　関係人口の創出による地域コミュニティの創生について
■提言の内容　※詳細については、伊達市議会 HP をご参照ください。
　本市においても喫緊の課題である少子高齢化や人口減少問題に対応するため、関係人口の拡大と地域コミュニティの活性化を図ることで市政
進展に資すると考え、次のとおり提言する。
１　宇和島市では交流人口を増やす取り組みとして「宇和島クラブ事業」を行っています。令和７年 12 月 31 日現在、クラブ会員 2,023 名の

うち三大都市圏が全体の約 80％を占めており、市にルーツを持つ方、ふるさと納税をされた方、市出身の著名人のファンなどで構成されて
います。また、デジタル会員証の発行などを行いながら、若い世代の新規会員の取り込みにも注力しています。本市においては同様の事業と
して「伊達市のふるさと会」「伊達市ファンミーティング一桃一会」に取り組んでいますが、更なる関係人口創出のため検討すること。

２　宇和島市ではより多くの市外在住者に「知りたい」・「買いたい」と思われる広報・宣伝活動を行い、地場産品の販路開拓支援や販売促進活
動を通じて認知度向上やブランドイメージの浸透、関係人口の創出・強化に繋がる仕組みづくりをしています。特に製造や流通、デジタルネッ
トワークにおいて取引先やパートナー企業をつなぐ「結節点」の役割を果たす企業を「ハブ企業」と呼び、市と連携したシティーセールスの
推進に力を入れ、より広く関係人口の獲得に注力しています。本市においても「ハブ企業」との取り組みに関する推進を図ること。

３　宇和島市では「うわじまシティブランディング」を積極的に行い「宇和島らしさ」をＡＬＬ宇和島で創り、育て、発信していくことにより
「知ってもらう」から「行きたい」「関わりたい」「住みたい」「住み続けたい」という各ステージに深化させ、多くの自治体の中から選ばれる
「ブランド力」を強化させています。関係人口創出のため、本市においてもシティブランディングの取り組みを進めること。

４　宇和島市には大学がないため、高校を卒業した若者の多くが市を離れていきます。そのため、
市を離れる若者との繋がりを継続し、Ｕターンしやすい環境を作ることを目的にＳＮＳ配信業務を開始し「若者地元定着事業」に取り組んで
います。市のアンケートによると「宇和島市の可能性を感じた」「不安が解消された」「宇和島市に前向きな印象を持つことが出来た」などの
有効な事業であることが確認出来ています。本市では市外に転出した若年層に特化したコンテンツの配信や情報の届く仕組みが未整備である
ことから、様々な理由で市を離れる若者が引き続き本市に繋がりを持てるようにするため取り組みを進めること。

５　松山市では民間との協働・共創により諸問題の解決に向けた仕組みを構築し、地域経済及び
産業の活性化や関係人口の拡大といった事業に関しても民間企業と連携した施策を展開しています。また、市勢発展の原動力に産官学連携を
最大限活用している点が特徴的でもあります。国内トップクラスのシェアを誇る「楽天トラベル」「楽天市場」「楽天ふるさと納税」を運営し、

報告書を市長へ提出する菅野議長（左から４人目）

総務生活常任委員会

■
歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く

　
り
に
つ
い
て
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全国 55 自治体と連携協定を締結している楽天グループとの連携で「観光・物産・ふるさと納税」による関係人口拡大を進め、選ばれるまち
への取り組みを行っています。関係人口創出のため、本市においても取り組みを進めること。

６　松山市では「移住（定住）」という高いハードルを課す前に、「仕事を通じた関わり」を作ることで、地域経済の活性化と将来的な移住への
動機付けを狙った事業を行っています。人手不足や業務の IT 化に悩む地域企業に対し、都市部のプロフェッショナル人材を「だんだん複業団」
という形態でマッチングし、地域企業の経営課題の解決を図っています。結果として「仕事を通じた関わり」を作ることで、新たな関係人口
の創出や二地域居住も同時に進行しています。本市としても地場産業のデジタル化や情報発信に課題を抱える事業者は多いと考えられること
から、松山市の「だんだん複業団」事業の取り組みを参考に、新たな関係人口の創出や二地域居住を促す事業を推進すること。

■調査項目
　援農ツアーとふるさと納税の拡大について
■提言の内容　※詳細については、伊達市議会 HP をご参照ください。
　「援農ツアー」により、農家等の労働力不足を補い、農業体験を通じた交流促進および農業振興や地域活性化に与える効果、ふるさと納税の活用・
充実による税収拡大の可能性を探るため、次のとおり提言する。
１　農家の労働力確保と中山間地域活性化に向けて
①農家等の労働力不足を補う体制について

　本市では、農業の労働力不足への対応策として「デイワーク事業」を実施しているものの、農繁期の一時的な補完に過ぎず、根本的な労
働力不足の解消には至っておらず、一定の技術を備えた労働力を求めている状況です。また、農業経験のない人にも技術を習得させ、農家
を支援する人材を育成する「農作業技術養成講座」を毎年実施していますが、受講者数は年平均約 10 名と少なく、労働力確保には十分と
言えない状況で、事業のさらなる拡充が求められます。
　新潟県では「園芸参入塾」を設立し、座学と実習を通じて収穫や剪定などの栽培技術を学びつつ、米以外の品目栽培や経営技術を指導し
ています。また、県や市町村が資金援助や技術支援でフォローする体制も整備されている点は注目すべきです。
　本市においても「園芸参入塾」のような取り組みを検討し、労働力確保や栽培・経営技術の伝承を実現すべく、現在実施中の「デイワー
ク」や「農作業技術養成講座」との連携を含め、効果的な施策の調査研究を進めること。
②若い世代への移住支援・地元定着を目指したビレッジプランの普及、農村型地域運営組織（農村 RMO）の設立支援について

　本市の大半を占める中山間地域では、農業に限らず、地域全体の活力低下や持続可能な社会の構築が課題となっています。人口減少や過
疎化が進む中、特に若年層の流出と高齢化が進行し、労働力や後継者の不足、地域社会の弱体化、生活サービスの不足が深刻な問題です。
また、耕作放棄地の増加や地形的制約による農業収益の低迷により、農業産業も衰退を余儀なくされています。地域特性を活かした持続可
能な地域社会の実現に向けた工夫が求められる中、新潟県では「ビレッジプラン 2030」を実施しており、10 年後の地域未来像の計画を
支援し、具体的な行動を伴う実践を推進する内容です。移住者受入体制の確保や休耕地の活用、消費者との相互支援型農業の推進を行うこ
とで、地域の活性化を目指しており、住民同士の結束が鍵となっています。
　一方、「農村型地域運営組織（農村 RMO）」の設立支援も行われており、農業だけでなく交通や生活支援なども含む地域資源型農業の推
進を通じ、生産者と消費者を結びつける仕組みが構築されています。本市でも一部地域で導入されており、その取り組みに注目すべきです。
　「ビレッジプラン 2030」のような住民参加型の施策は、中山間地域活性化の持続可能なモデルとして参考になります。本市でも、高齢
化や限界集落の増加に対応するため、住民の熱意ある参加を促し「ビレッジプラン」と連動する「農村型地域運営組織（農村 RMO）」の導入・
支援体制を拡充、支援すること。

２　ふるさと納税の拡大に向けて
①特産品のブランド化の推進、地元産品の認知度向上について

　本市の令和６年度のふるさと納税寄附額は 5 億 3500 万円を記録し、順調な増加を見せています。返礼品の売り上げ上位は「桃」（全体
の約 60％）、次いで「卵」や加工品（伊達鶏加工品など）となっています。
　青森県弘前市で実践されている援農ツアーでは企業版ふるさと納税を活用し、デイワークや体験講座を通じて一定の成果が得られていま
す。しかし本市において、都市部住民を対象としたツアーや企業版ふるさと納税を活用した財源確保方法については、農家の受け入れ体制
や宿泊施設不足が障害となっています。一方、新潟県長岡市の事例では、令和７年度に「長岡産コシヒカリ」がふるさと納税返礼品として
人気を集め、農業と地域産業が連携し、米を原材料とした商品を返礼品としたことで特産品のブランド価値向上に成功しています。また、
環境保全型農業や中山間地の小規模農家を活性化し、付加価値型ブランド米を生産することで認知度を高め、寄付者からの高評価を得てい
ます。
　本市には桃、伊達鶏、あんぽ柿などの特産品が数多くありますが「伊達市」というブランド力における認知度はまだ低く課題となってい
ます。寄付額をさらに増加させるには、リピーターの獲得や返礼品の幅を広げることが重要です。収量確保等の課題はあるものの、生産者
や企業と連携し地域産業の振興を図り、本市においても特産品の「ブランド化」を推進して地元産品の認知度向上を図ること。
②ふるさと納税の寄付率の向上について

　今年の下期に開業予定の「イオンモール伊達」に設置される予定の「ふるさと納税自動販売機」は、ふるさと納税の認知度向上と寄付促
進の新たな可能性を示すものです。しかし、現時点では設置場所が限定されており、さらなる寄付者層の拡大に向けて効果的な施策が求め
られています。
　ふるさと納税寄付率向上に向けて、道の駅、まちの駅等、「ふるさと納税自動販売機設置個所の拡充」を積極的に検討し、地域全体の魅
力を広げる取り組みを進めること。

産業建設常任委員会

■調査項目
　伊達市の医療体制について
■提言の内容　※詳細については、伊達市議会 HP をご参照ください。
　市の医療体制について、どのように地域を守っていくかを明確にし、市民の方が受ける医療サービスについての先進的事項、市民にとって良
い医療サービスとは何かを考え、次のとおり提言する。
１　デジタル基盤の共有（医療・介護DX）

　今後、医療・介護のデータ連携が必須とされることを踏まえ、すべての医療機関・介護事業所で電子カルテや介護記録を共有する「介護情
報基盤」の導入について、市も積極的に係わり促進していくこと。
２　伊達地方在宅医療・介護支援センターの強化

　上記１の提言を進めるために、医師以外の外部人材の登用などを図ること。
３　専門性の補完（看護と介護の連携）

　看護師と介護士が相互に役割を理解し、専門知識（医療的知識と介護技術）を持ち寄るための教育・研修を共同で行うことを、市として働
きかけを強めること。
４　かかりつけ医機能と介護の連携

　2025 年４月から始まった「かかりつけ医機能報告制度」を基盤に、かかりつけ医が夜間・緊急時に訪問看護・訪問介護と連携する体制（24
時間対応）を地域単位で強化するため、市として働きかけを強めること。
５　オンライン診療の導入

　伊達地方の中核病院や診療所とオンライン診療導入に向けた協議を開始すること。

文教福祉常任委員会
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程
で
、
愛
媛
県
四
国
中

央
市
に
立
地
す
る
「
社
会
医
療
法

人
石
川
記
念
会　
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院

（
※
以
下
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
）」
に

て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
は
病
床
数

２
２
８
床
・
職
員
数
５
１
７
名
の

地
域
中
核
病
院
で
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
で
は
、
特
に
脳

神
経
外
科
診
療
に
お
け
る
医
師
の

減
員
を
契
機
と
し
て
、
少
な
い
人

員
で
も
維
持
で
き
る
環
境
を
創
出

す
る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
か
ら

病
院
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
・

Ｄ
Ｘ
を
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
で
は
全
ス
タ
ッ

フ
に
１
人
１
台
の
業
務
用
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（iPhone

）
を
配
付

し
、
チ
ャ
ッ
ト
を
基
盤
に
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
い
ま
す
が
、iPhone

に

よ
る
チ
ー
ム
チ
ャ
ッ
ト
は
場
所
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
ば
ず
に
投
稿
が

可
能
で
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
タ
イ

ム
リ
ー
に
確
認
が
で
き
、
さ
ら
に

直
接
会
わ
ず
に
画
像
や
動
画
も
含

め
て
一
度
に
複
数
と
情
報
共
有
で

き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
移
動
距
離
や

承
認
待
ち
時
間
等
の
削
減
が
図
ら

れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
足
か
せ
が
外
れ

る
こ
と
で
現
場
か
ら
の
前
向
き
な

提
案
等
も
増
加
し
、
業
務
効
率
化

に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
・
Ｄ
Ｘ
に

よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
手
間
や
労
働
時

間
を
削
減
し
た
こ
と
で
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
患
者
に
介
入

で
き
る
時
間
等
が
増
加
し
、
よ
り

丁
寧
な
ケ
ア
が
実
現
で
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
で

は
、
遠
隔
で
閲
覧
で
き
て
医
師
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
「
モ
バ
イ

ル
カ
ル
テ
」
の
導
入
や
、
看
護
師

の
業
務
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し

た
「
看
護
量
の
可
視
化
・
数
値

化
」
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
よ

う
で
、
少
な
い
人
員
で
も
医
療
現

場
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
創
意

工
夫
が
官
民
を
問
わ
ず
重
要
で
あ

る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
14
日
か
ら
16
日

の
３
日
間
の
日
程
で
、
宇
和
島

市
、
松
山
市
、
総
務
省
に
て
関
係

人
口
の
創
出
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
生
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
宇
和
島
市
で
は
、
市
外
在
住
者

で
組
織
す
る
「
宇
和
島
ク
ラ
ブ
」

の
運
営
や
、
大
手
流
通
業
者
等

を
「
ハ
ブ
企
業
」
と
位
置
づ
け
た

戦
略
的
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
に
留
ま
ら
ず

「
日
常
の
豊
か
さ
」
や
「
人
」
に

焦
点
を
当
て
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
進
学
や
就
職
で
市
外
に
転
出

し
た
若
者
と
の
繋
が
り
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
維
持
す
る
「
未
来
の

還
流
」
を
見
据
え
た
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

ま
し
た
。
特
に
、
企
業
と
の
連
携

や
若
者
還
流
へ
の
取
り
組
み
事
例

は
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
指
針

と
な
り
得
る
成
功
事
例
で
あ
る
と

認
識
し
ま
し
た
。

松
山
市
で
は
、
楽
天
グ
ル
ー
プ
と

の
包
括
連
携
協
定
に
よ
る
デ
ー
タ

駆
動
型
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、

外
部
人
材
を
「
複
業
」
の
形
態
で

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
「
だ
ん
だ
ん
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」、
産
官
学

連
携
に
よ
る
行
政
運
営
の
事
例
を

確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
行
政

単
独
で
は
困
難
な
課
題
を
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
活

用
し
て
解
決
す
る
先
進
的
な
「
共

創
」
の
仕
組
み
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
総
務
省
で
は
、国
が
進
め
る「
二

地
域
居
住
促
進
法
」
や
「
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
」
な
ど
関
係
人

口
を
可
視
化
し
継
続
的
な
関
わ
り

を
促
す
最
新
施
策
の
動
向
を
把
握

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
功
事
例
や
各
自
治

体
の
取
り
組
み
姿
勢
な
ど
を
参
考

と
し
て
デ
ジ
タ
ル
会
員
証
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
、
企
業
連
携

の
深
化
、
若
者
向
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業

の
再
構
築
、
お
よ
び
公
民
連
携
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
な
ど
を

検
討
し
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入

れ
た
実
効
性
の
あ
る
施
策
提
言
を

目
指
し
ま
す
。

愛媛県松山市議会議場にて
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令
和
７
年
11
月
５
～
７
日
の
３

日
間
の
日
程
で
新
潟
県
庁
、
新
潟

県
長
岡
市
、
群
馬
県
川
場
村
に
お

い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
潟
県
庁
で
は
、
県
が
進
め
て

い
る
農
業
分
野
で
の
人
材
確
保
対

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
具
体

的
な
取
組
と
し
て
、
①
園
芸
参
入

塾
の
設
立
、
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ

る
若
年
層
向
け
の
情
報
発
信
、
③

農
福
連
携
、
福
祉
施
設
と
の
協
力

を
推
進
し
、
繁
忙
期
の
人
手
不
足

を
補
完
す
る
、
④
地
域
計
画
の
策

定
、
若
い
世
代
へ
の
移
住
支
援
・

地
元
定
着
を
目
指
し
た
ビ
レ
ッ
ジ

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
取
組
が
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　
長
岡
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

拡
大
の
取
組
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
①
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
し
、
地
元
産
品
の
認
知
度
向

上
を
図
る
、
②
体
験
型
返
戻
品
の

導
入
、
拡
充
に
よ
り
地
域
へ
の
交

流
人
口
増
加
を
促
進
す
る
、
③
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
グ
形
式
の
寄

付
を
活
用
す
る
こ
と
等
、
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
群
馬
県
川
場
村
で
は
、
か
つ
て

過
疎
化
が
進
行
し
、
村
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
の
中
、
農
業
プ

ラ
ス
観
光
の
取
組
と
し
て
設
立
さ

れ
た
「
道
の
駅　
川
場
田
園
プ
ラ

ザ
」
の
成
功
事
例
を
学
び
、
自
治

体
と
し
て
の
地
方
創
生
施
策
の
参

考
と
す
る
た
め
視
察
し
ま
し
た
。

川
場
田
園
プ
ラ
ザ
が
成
功
を
収
め

た
背
景
に
は
、
①
村
と
し
て
の
持

続
可
能
な
成
長
を
見
据
え
た
長
期

的
な
計
画
の
実
施
、
②
地
域
資
源

の
活
用
と
ブ
ラ
ン
ド
化
、
③
職
員

教
育
の
徹
底
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
④
東
京
都
市
部
と
の
交
流

事
業
の
継
続
、　

⑤
経
営
者
、
職

員
、
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
た

取
組
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
事
例
は
、伊
達
市
内
の
道
の
駅・

町
の
駅
の
運
営
改
善
や
地
域
活
性

化
に
向
け
活
用
で
き
る
点
が
多
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
28
日
か
ら
29
日
の

２
日
間
の
日
程
で
、
埼
玉
県
所
沢
市

議
会
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
議
会
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
今
後
の
伊
達
市
議

会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
取
り
組
み
の
現
状
を
伺
い
ま
し

た
。
ま
ず
は
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、①
代
表
質
問
を
行
っ
て
い
る
か
、

②
一
般
質
問
の
通
告
の
時
期
・
質
問

者
数
・
答
弁
時
間
、
③
執
行
部
と
の

答
弁
調
整
は
あ
る
か
、
④
一
般
質
問

が
議
案
に
重
な
っ
た
場
合
の
対
応
、

⑤
質
問
テ
ー
マ
が
重
複
し
た
場
合
の

調
整
、
⑥
再
質
問
の
回
数
制
限
、
⑦

通
告
外
の
質
問
の
禁
止
、
⑧
質
問
時

の
関
連
資
料
の
使
用
規
制
、
動
画
に

つ
い
て
、
⑨
通
告
後
の
関
連
質
問
の

許
容
範
囲
の
規
制
、
議
長
の
裁
量
、

⑩
傍
聴
の
行
い
方
、
ル
ー
ル
、
傍
聴

者
数
、
⑪
定
例
会
の
市
民
へ
の
公
開

方
法
に
つ
い
て
の
現
状
を
伺
う
。

　
所
沢
市
議
会
で
は
代
表
質
問
は
以

前
は
あ
っ
た
が
、
一
般
質
問
と
の
違
い

が
な
く
、今
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

通
告
の
時
期
は
議
案
書
が
開
会
一
週

間
前
に
電
子
配
信
さ
れ
た
後
か
ら
初

日
の
議
案
説
明
後
の
２
日
目
の
正
午
。

前
の
議
会
で
は
33
人
の
議
員
中
29
人

が
質
問
、
一
日
６
人
で
答
弁
を
含
め

て
一
時
間
の
持
ち
時
間
。
五
日
間
を

要
し
た
。
執
行
部
と
の
調
整
は
事
前

ヒ
ア
リ
ン
グ
。
質
問
内
容
が
議
案
に

重
な
る
こ
と
は
懸
案
事
項
だ
っ
た
た

め
、
議
会
の
日
程
を
入
れ
替
え
て
対

処
し
た
。
テ
ー
マ
が
重
複
し
た
と
き

の
調
整
は
し
て
い
な
い
が
、
同
じ
会

派
で
の
質
問
順
の
入
れ
替
え
は
で
き

る
た
め
、
若
手
議
員
が
質
問
し
ベ
テ

ラ
ン
議
員
が
角
度
を
変
え
て
や
っ
て

い
る
。
同
じ
質
問
に
は
「
何
番
議
員

に
答
弁
し
た
と
お
り
で
す
」
と
答
え

る
。
関
連
資
料
の
使
用
は
認
め
て
い

る
。
関
連
質
問
の
許
容
範
囲
は
議
長

に
任
せ
て
い
る
。
定
例
会
の
開
催
の

広
報
は
、
駅
前
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ

た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
周
知
し
て
い
る
。

　

宇
都
宮
市
議
会
で
は
、
令
和
７
年

３
月
に
一
般
質
問
の
手
法
を
見
直
し
、

会
派
持
ち
時
間
制
で
所
属
議
員
一人
あ

た
り
20
分
、
三
人
以
上
の
会
派
に
は
代

表
質
問
分
と
し
て
10
分
が
加
算
さ
れ

る
。
事
務
局
が
一
般
質
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
案
）
を
作
成
し
、
会
派
に
送
付
さ

れ
る
。
会
議
時
間
は
職
員
の
勤
務
時

間
（
働
き
方
改
革
）
か
ら
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
と
会
議
規
則
で
決
め
て
い

る
。
会
議
時
間
の
延
長
も
な
い
と
い
う
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
議
会
に

よ
っ
て
運
営
の
仕
方
が
違
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
伊
達
市
議
会
で
も
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を

検
証
し
て
、
議
会
の
運
営
に
活
か
し

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

栃木県宇都宮市役所にて

新潟県議会にて
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みなさんからの請願・陳情

受理番号
受理年月日 請　願　件　名 付託委員会 結　果

第１号
令和８年２月５日

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書提出の請願について 産業建設常任委員会 採　　択

受理番号
受理年月日 陳　情　件　名 付託委員会 結　果

第１号
令和８年２月18日 補聴器の購入費助成に関する陳情書 文教福祉常任委員会 採　　択
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　一般会計補正予算、水道事業会計補正予算の審議のため、12 月 25 日（木）に臨時会議を開催し
ました。所管の常任委員会に付託し、審査の後、本会議で採決し、原案のとおり可決しました。審議
議案の主な内容は次の通りです。

　提出議案を審議するため、２月５日（木）に臨時会議を開催しました。所管の常任委員会に付託し、
審査の後、本会議で採決し、原案のとおり可決しました。審議議案の主な内容は次の通りです。

補正額　  419,753 千円　（財源：国庫支出金）
財　源　  【国庫支出金 419,753 千円】
事業内容
1  令和７年度物価高騰対策福祉燃料等生活支援給付金給付事業
2  物価高対応水道料金減免事業
3  私立保育園運営負担金・補助金事業及び私立認定こども園運営費負担金・補助金事業
4  物価高対応子育て応援手当給付事業 

85,554 千円
177,500 千円

6,370 千円
150,329千円

〇一般会計補正予算
・議案第 122 号 令和７年度伊達市一般会計補正予算（第９号）

１. 議案第１号　専決処分の承認を求めることについて
　衆議院議員総選挙に係る経費 2,340 万４千円を専決処分したので、これを報告し承認を求めるもの。
２. 議案第２号及び議案第３号　工事請負変更契約の締結について
　伊達総合支所庁舎改築建築主体工事及び梁川総合支所空調設備改修工事（Ⅱ期）に係る請負変更契約
の締結について議会の議決を求めるもの。

　第２回定例会議（３月）で受理したのは、請願１件、陳情１件でした。
   所管の委員会に付託して審査し、委員長が本会議に審査結果を報告、採決の結果、次のとおり決定しました。


